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ギに 75~300x 22~23 mμ の梓状粒子のほかに 600x14mμ ひも状粒子が混在しているこ





























採 地 品 種 標本の病徴
G Y 
1 奈良県橿原市奈良食試試験地 3. 2 中 系 3289 モザイク，萎縮+ + 
2 " " 量 林 61号不 詳一+
3 " 1 " 一+
4 " 1陣 中 系 3289 曹 一+
5 福岡県筑後市九州農試圃場 3.11 量 林 20号軽いモザイク(y)紳*ー + 
6 奈良県橿原市奈良農試試験地 3.鉛受 中 系 3780 モザイク，萎縮(y) + + 
7 " " ジュ γレイコムギ モサ.イク，萎縮(G) + 一
13 愛知県安城市 4. 3 食 林 61号モザイ ク(y)一+
18 盛岡市東北農試試験地 4.11 ナ γ プコムギモザイ ク(y)+ + 
19 " " " 不 詳++ 
20 " " 曹 モザイク? (y?) ー + 


















3. X 体 、、
自然発病および汁液接種で発病させたコムギのモザイク病葉裏面の表皮細胞内にはX体
が認められる.染色にはヨード ・ヨードカリ液を多く用いたが，ギムザ染色では核との染















4 月 6 日調査 発病/接種本数| 4 月 22日調査
赤 表 黄斑モザイク，顕著なえそ 19/却 黄?ι白斑モザイク顕著，えそは少L、
畠 回 支 同 上 20/20 同 上
早 坊 主 同 上 19/20 向上，新薬は病徴がaijl，、
江 島 神 力 同 上 20/20 賞そ緑ザ斑モザイク明瞭， 新ん薬どにもイク，えそはほと ない
農 林 5 号 同 上 20/20 同 上
1号熊本小麦 黄斑モザイク，えそ 17/20 同 上
伊賀筑後オレゴン 同 上 19/20 同 上
金 比 量 賞斑の少ないモザイ 17.えそはない 20/20 同 上
昭 和 同 上 20/鉛 同 上
白 坊 主 同 上 18/20 事緑斑モザイク，新薬1'1回復顕
珍 子 1 号 下業だけにモザイ 17，えそはない 15/20 下業だけに淡緑モザイタ
新 中 長 同 上 5? /20 同 左
セ イ チ コ 下業だけに不鮮明なモザイタ ? /20 同 左
赤毛軍配 22号 下葉に極めて不鮮明なモザイク ? /20 同 左
大 分 表 同 上 ? /20 同 左









ホワイトバーレー). キュウリ， インゲγ(山城黒三度). Cheno，ρodium amaranticolor 
に汁液接種を試みたが， コムギ以外のものはまったく発病しなかった. 比較のために
















。C 無処理 50 55 60 65 70 
不活化温度
10分 18 。 。 。 。 。
X 10-1 10-2 10-3 10-( 10-5 
希 釈 限 度
18 8 。 。 。
日 。 2 4 8 16 
保 存 限 度





















































縞萎縮に特徴的な格子模様を呈した塊状構造物が認められる. オオムギ， ライムギ， タ
バコ，Chenopodium amarantic%rなどには病原性がない.粗汁液中での不活化温度は
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第 3図 A:縞萎縮病徴の自然発病赤小麦からの dip法試料中に検出され
たひも状粒子.(x 25. 0∞〕
B:縞萎縮病徴の自然発病伊賀筑後1号コムギからの dip法試料
中に検出されたひも状および短縛状粒子.ムギ顛萎縮とコム
ギ縞萎縮の混合感染.(x 25.α)()) 
C. D:ひも状ウイルス汁液媛種により発病した赤小麦病業の超
薄切片像.規則的格子模様を呈する塊状構造物(1)
図中の黒線はlu.M. ミトコンドリヤ;V.液胞;W，
細胞壁;C，葵緑体
